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昭和54年度三軍化学会事業報告

日召和54年4月20日　役員会（第1回）
役I貴会（第2回）評議員会（第1回）
基金募金委員会（第1回）
総会、講韻会、懇親会（三重大学農
学部）
役員会（第3回）
基金募金小委員会
役員会（第4回）評議員会（第2回）
会報第11号発行
基金募金小委員会
役員会（第5回）
基金募金委員会（第2回）
会報第12号発行

5月21日

5月27日

6月25日
6月29日
8月24日

9月1日
12月10日

12月17日

照和55年1月26日
3月31日

（学内役員・幹事会7回実施）

昭和55年度三軍化学会事業計画

昭和55年5月2日　役員会（第1回）
評議員会（第1回）

5月17日　総会、総会パーティ、クラス会（柄l
原温泉・柄1原館）

70，257円

504，000

64，300

638，557

260，000

184，800

117，005

11，655

9，915

20，000

603，375

35，182

35，182円

820，000

5，000

860，182

350，000

250，000

100，000

100，000

20，000

40，182

860，182

役員会（第2回）
基金運用委員会
会報第13号発行
役員会（第3回）
役員会（第4回）
基金運用委員会
評議員会（第2回）
会報第14号発行
役員会（第5回）

（学内役員・幹事会随時）

昭和54年度三軍化学会決算

前年度繰越

6月
6月
8月
10月

12月

12月

12月

日召和56年3月

3月

収入の部
会　　費
雑　収　入
（∋訂

支出の部　　会報印刷費（11，12号）
郵送通信費
会　議　費
．事　務　費

振替手数料
≡三重県連絡協議会負担分
◎計

差引残高

昭和55年度三軍化学会予算

収入の部　　前年度繰越
会　　費

利　　息、

◎計
支出の部　　会報印刷費（13，14号）

郵送通信費
会　議　費

事　務　費

支部設立補助
予　備　費

◎計
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一堂に会してのビールパーティ（田中完爾氏写す）

一一－「言語”－詳言－－－－“－∴

温
泉
に
つ
か
り
浴
衣
が
げ
で

七
ク
ラ
ス
の
合
同
ク
ラ
ス
会
を
基
盤
に

今
年
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
で
総

会
を
開
こ
う
と
の
方
針
の
も
と
に
、

担
当
理
事
が
種
々
の
候
補
地
を
考
え

た
末
、
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
が
、

青
山
高
原
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
染
ま

る
よ
う
な
青
葉
の
中
に
点
在
す
る
榊

原
温
泉
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経

緯
か
ら
、
－
い
つ
も
の
お
堅
い
記
念
講

演
は
行
な
わ
ず
、
代
り
に
谷
川
の
せ

せ
ら
ぎ
と
カ
ジ
カ
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
全
員
一
堂
に
会
し
て
ビ
ー
ル
パ

ー
テ
ィ
を
行
な
い
、
つ
い
で
各
ク

ラ
ス
会
に
は
い
り
旧
友
と
共
に
一
夜
．

を
明
か
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
十
七
日
㊤

午
後
五
時
三
0
分
よ
り
、
当
温
泉
地

で
は
最
大
と
言
わ
れ
る
榊
原
館
に
お

い
て
、
恩
師
の
滝
基
次
先
生
、
松
嶋

欽
一
先
生
、
熊
沢
喜
三
郎
先
生
、
植

村
直
樹
先
生
を
は
じ
め
、
約
百
名
の

会
員
諸
氏
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
盛

大
に
行
な
わ
れ
た
。

総
会
は
、
ま
ず
、
今
回
の
準
備
を

し
て
い
た
だ
い
た
担
当
理
事
の
獲
辺

和
己
氏
（
専
1
）
、
渋
谷
明
氏
（
大
4
）

杉
崎
諸
氏
（
大
1
6
）
、
中
世
古
孝
信
氏

（
大
窮
）
が
紹
介
さ
れ
た
の
ち
、
議
長

に
薮
本
義
雄
氏
（
大
4
）
を
連
出
し
議

事
を
進
め
た
。

会
長
挨
拶
の
後
、
①
詔
辛
千
丁
－
四

年
度
事
業
報
告
（
小
畑
幹
事
）

和
五
十
四
年
度
会
計
報
告
（
小

事
）
及
び
会
計
監
査
（
若
林
監

③
昭
和
五
十
五
年
蔓
事
業
計

（
小
畑
幹
事
）
④
昭
和
五
十
五

予
算
案
（
小
山
幹
事
）
は
い
ず
れ
も

別
表
の
様
に
承
認
さ
れ
た
。
⑤
基
金

に
つ
い
て
は
、
第
二
両
に
掲
載
し
た

よ
う
に
、
岡
田
委
員
長
お
よ
び
嶋
林

庶
務
幹
事
か
ら
報
告
が
あ
り
、
ま
た

募
金
額
が
所
期
の
目
標
を
達
成
し
た

こ
と
に
対
す
る
謝
辞
が
あ
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
田
中
完
爾
氏
（
大

鮪
）
の
司
会
に
よ
り
ビ
ー
ル
パ
ー
テ

ィ
に
入
っ
た
。
満
員
す
し
詰
の
盛
況

の
中
で
松
嶋
先
生
の
挨
拶
の
あ
と
、

乾
盃
で
始
ま
り
、
ホ
ス
テ
ス
嬢
の
参

加
と
、
さ
ら
に
、
青
木
み
か
女
史

（
大
1
）
、
谷
由
美
子
女
史
（
大
1
3
）
、

杉
崎
清
子
女
史
（
大
1
6
）
も
彩
り
を
添

え
て
、
な
ご
や
か
に
歓
談
の
一
時
間

を
過
ご
し
た
。
最
後
の
締
め
く
く
り

の
三
翠
応
援
歌
に
先
立
ち
、
今
回
は

三
重
大
学
学
生
歌
を
作
詩
者
の
青
木

み
か
女
史
の
音
頭
と
り
で
合
唱
し
解

散
し
た
。
解
散
後
、
続
い
て
合
同
ク
ラ
ス
会

に
な
り
、
専
1
、
専
3
、
大
1
、
大

4
、
大
1
6
、
大
口
、
大
締
お
よ
び
混

合
ク
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
室
に
分

散
し
て
、
夜
更
け
る
ま
で
飲
み
語
り

ま
こ
と
に
盛
大
な
会
を
持
つ
こ
と
が

出
来
た
。
最
後
に
こ
の
紙
面
を
か
り
て
、
総

会
担
当
理
事
の
方
々
の
御
努
力
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〔
蛇
足
〕
三
重
大
学
学
生
歌
は
、
最

近
は
校
歌
に
代
る
も
の
と
し
て
盛
ん

に
愛
唱
さ
れ
、
入
学
式
や
卒
業
式
に

は
盛
装
し
た
合
唱
団
に
よ
る
す
ぼ
ら

し
い
コ
ー
ラ
ス
が
流
れ
て
く
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
際
に
A
ク
ラ

ス
の
大
学
は
校
歌
の
交
歓
を
義
務
づ

け
ら
れ
る
が
、
先
日
も
卓
球
部
の
さ

わ
や
か
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た。

藷
親
睦
深
め
る
数
々
の
催
し

第
二
回
総
会
を
盛
大
に
開
く

倒
享
二
三
、
、
J
冷
夏
で
、
オ
ロ
オ
ロ

と
し
て
い
る
内
に
、
も
う
す
っ
か
り

秋
も
深
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆

々
接
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

、」　こ

東
海
支
部
の
近
況
を
ご
報
告
し
ま

す
こ
ま
ず
、
四
月
十
三
日
に
第
二
回
総

会
を
詩
ち
ま
し
た
。
〝
タ
テ
の
親
睦

を
図
ろ
う
〟
を
合
い
言
葉
に
、
二
年

前
に
発
足
し
ま
し
た
「
東
海
支
部
」

で
す
が
、
着
実
に
そ
の
実
効
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
二
回
開
催
）
で

は
、
グ
リ
ー
ン
の
初
体
験
者
が
、
ど

う
し
て
も
二
一
〇
を
切
れ
な
く
て
余

所
の
コ
ン
ペ
に
は
出
に
く
い
人
が
、

和
気
あ
い
あ
い
の
び
の
び
と
プ
レ
ー

が
で
き
ま
し
た
。

家
族
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
二
国
間

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
二
三
三
三
三
三
≡
≡
三
三
一

田
川
売
三
知
事
出
馬

田
川
三
重
県
知
事
は
さ
る
七
月
の

三
重
県
議
会
に
お
い
て
、
来
る
十
一

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
知
事
選
へ
の

出
馬
を
宣
言
し
た
。

同
氏
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が

三
翠
の
誇
る
べ
き
同
窓
で
あ
り
、
瑠

和
四
十
七
年
十
二
月
に
初
当
選
し
、

引
き
続
き
昭
和
五
十
二
年
に
再
選
さ

れ
、
今
回
の
三
選
出
馬
表
明
と
な
っ

た
。
こ
の
八
年
に
お
け
る
知
事
と
し

て
の
同
氏
の
政
治
姿
勢
と
行
政
手
腕

は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に

「
み
ど
り
と
い
の
ち
を
大
切
に
」
と

い
う
理
念
は
県
民
各
層
か
ら
広
い
支

持
を
得
て
い
る
。
ま
た
同
氏
の
農
林

省
、
三
重
県
庁
在
職
中
に
培
わ
れ
た

行
政
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
の
力

量
は
、
安
心
し
て
三
重
県
を
ま
か
せ

ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
今
回
の
出

馬
に
あ
た
っ
て
も
、
す
で
に
百
を
こ

え
る
各
種
の
県
内
諸
団
体
の
推
せ
ん

を
受
け
て
お
り
、
七
月
七
日
の
出
馬

表
明
は
そ
の
時
点
で
推
せ
ん
団
体
が

五
十
五
に
な
っ
た
の
で
、
景
気
よ
く

C
O
、
C
O
（
進
め
、
進
め
）
と
い

う
こ
と
で
大
安
吉
日
の
同
日
を
選
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
三
翠
化
学
会
も
同
窓
の
田
川

氏
の
こ
れ
か
ら
の
立
場
に
深
い
関
心

と
広
い
支
援
を
与
え
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

催
）
で
は
、
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き

合
い
の
場
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

他
人
の
女
房
が
羨
ま
し
い
の
は
チ
ト

シ
ャ
ク
で
す
が
、
行
く
行
く
は
二
世

と
後
輩
、
二
世
と
お
し
の
何
か
の
縁

に
結
び
つ
く
日
も
そ
ん
な
に
遠
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。

第
二
回
の
総
会
は
、
約
六
十
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
別
府
会
長
以

下
十
名
の
役
員
の
留
任
と
、
新
た
に

市
原
（
十
四
回
生
）
谷
田
（
二
十
三

回
生
）
吉
岡
（
二
十
六
回
生
）
の
理

事
就
任
が
決
り
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
直
ち
に
第
一
回
マ

1
ジ
ャ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
こ

変
わ
る
メ
ン
バ
ー
ご
と
に
、
卓
上
は

戦
い
と
話
し
合
い
が
程
良
く
ミ
ッ
ク

ス
し
思
い
が
け
な
い
良
い
ム
ー
ド
が

出
て
い
ま
し
た
。
優
勝
は
専
一
の
東

さ
ん
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア

が
モ
ノ
を
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
賞
品
蕎
付
＝
八
洲
化
成
、
井
村
屋
、

ン
キ
ン
マ
、
－
コ
ー
ミ
、
上
田
氏
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）

そ
の
後
、
七
月
十
三
日
に
第
三
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
十
月
十
九
日
㈲
に
第
三
回

家
族
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
今
池
の
富

士
ボ
ー
リ
ン
グ
場
で
も
た
れ
ま
す
。

会
費
は
、
会
員
に
は
二
、
0
0
0
円
、

そ
の
家
族
は
何
各
様
で
も
〝
無
料
〓
〟

と
い
う
画
期
的
な
お
安
さ
で
す
。
な

お
、
フ
ィ
ア
ン
セ
、
恋
人
、
ご
友
人

も
未
来
の
御
家
族
の
一
員
と
み
な
し

ま
す
。
皆
様
方
の
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
ま
す
。

≡
一
三
三
≡
三
三
一
≡
三
二
三
一
三
三
二
三
三
三
三
一
三
≡
≡
三
三
≡
≡
一
三
三
二
三
三
≡
三
一
一
≡
≡
≡
三
一
三
一
三
一
≡
三
二
三
一
三
一
三
一
≡

彊
覧
海
化
学
工
芸
賞
に
輝
く

筏
尾
由
一
氏
（
大
1
9
、
昭
和
四
十

六
年
三
月
卒
、
四
日
市
合
成
撤
）
は

本
年
五
月
「
新
規
カ
チ
オ
ン
化
剤
の

開
発
」
に
つ
き
東
海
化
学
工
業
会
賞

「

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

l

～

～

～

～

」

「
昭
和
五
十
五
年
度
の
会
費
未
納
　
会
費
は
昭
和
五
十
二
年
度
よ
り
m

言
方
は
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
年
度
毎
に
一
、
0
0
0
円
で
す
。
納
m

需
㌍
蕪
彊
霊
擢
彊
蕪
葦

醸
撥
塾

l
っ
て
お
り
ま
す
。
出
費
多
端
の
節
回
数
」
と
「
何
年
度
分
会
費
」
を
調

薬
講
読
瀧
箋

「

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

L

（
東
海
化
学
工
業
会
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
カ
チ
オ
ン
性
高
分
子

化
合
物
が
各
方
面
で
注
目
さ
れ
、
そ

の
用
途
開
発
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
浅
尾
氏

は
デ
ン
プ
ン
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ

ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
高
分
子
物

質
に
第
四
級
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
を
導

入
で
き
る
カ
チ
オ
ン
化
剤
の
製
造
技

術
を
確
立
す
る
と
共
に
、
水
溶
級
の

形
で
商
品
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

した。今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ます。

卜喜
田

和
田
不
二
夫
氏
（
大
4
、
醒
和
三

十
一
年
三
月
卒
）
は
去
る
四
月
十
九

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
慎
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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間藤の輩寵競闘窪突磁
記念事業基金制度に596名が醍金

●支出　振替手数料　20，790
事務費　　　　20，070

通信費　＿　　132，150

印刷費　　　　51，370

会議費　　　　61．400

訂∴　　　　285，780

◆差引残高　2，908，016
2，908，016円を茎…金に充当

昭和55年9月30日

三軍化学会記念車業

基金募金決算報告
旺享和55年7月31日

●収入　応募総額　3，123，000円
預金弄り，富、　　70，796

言†　　3，193，796

達成二審業年次　卒業者　応募者　クラス目標額　応募額
250，100　　　524，000　　210％

265，500　　　317，000　　119

171，000　　179，000　　105

136，800　　　200，000　　146

128，800　　131，000　　102

156，600　　187，000　　119

156，000　　156，000　　100

140，000　　　76，500　　　55

139，200　　123，000　　　88

119，600　　100，000　　　84

101，2ioo　　　84，000　　　83

121，800　　　80．000　　　66

112，000　　　73，000　　　65

120，900　　　70，000　　　58

114，700　　　87，000　　　76

59

90

82

101

103

88

59

174

43

53

86

78

74

69

105，000　　　62，500

92，400　　　83，000

83，700　　　69，000

84，100　　　85，000

72，900　　　75，000

65，000　　　57，000

75，900　　　45，000

54，600　　　95，000

53，200　　　23，000

52，700　　　28，000

42，000　　　36，000

36，000　　　28，000

35，200　　　26，000

29，0‾00‾　　　20，000

3，000

3，123，000　　104．1

卒

専1　　　41　　　36

2　　　　45　　　35

3　　　　30　　　25

犬1　　　　24　　　　20

2　　　　23　　　17

3　　　　29　　　25

4　　　　30　　　25

5　　　　28　　　15

6　　　　29　　　22

7　　　　26　　　21

8　　　　23　　　18

9　　　　29　　　14

10　　　　28　　　18

11　　　31　　　22

12　　　31　　　23

13　　　30　　　15

14　　　　28　　　28

15　　　27　　　20

16　　　29　　　29

17　　　27　　　24

18　　　26　　　13

19　　　33　　　20

20　　　26　　　19

21　　　28　　　11

22　　　31　　　15

23　　　28　　　15

24　　　　30　　　21

25　　　32　　　14

26　　　29　　　13

大学院　　　　　　　　　3
計　　　851名　596名
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の
　
言
葉

会
長
　
岡
田
芳
次
郎

例
年
に
な
い
冷
夏
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
い
か
が
お
通
し
で
し
ょ

う
か
。
昭
和
四
十
八
年
に
発
足
し
ま

し
た
私
共
三
翠
化
学
会
は
年
年
歳
歳

発
展
し
て
参
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、

御
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
す
で

に
、
ご
案
内
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、

三
重
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
設
置

三
〇
周
年
を
記
念
し
、
併
せ
て
、
三

翠
化
学
会
の
発
展
・
組
織
強
化
と
在

学
生
へ
の
援
助
等
の
た
め
、
三
翠
化

学
会
記
念
事
業
基
金
制
度
が
、
昭
和

五
十
三
年
五
月
二
十
一
日
の
総
会
で

承
認
さ
れ
、
つ
い
で
同
年
七
月
十
七

日
基
金
募
金
委
員
会
を
設
置
し
、
さ

ら
に
実
行
委
員
を
選
び
、
早
速
募
金

活
動
に
入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
爾

来
約
一
年
半
の
期
間
、
募
金
委
員
会

各
位
の
献
身
的
な
ご
努
力
と
会
員
諸

氏
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
に
募

金
は
順
調
に
の
び
、
目
標
額
三
〇
〇

万
円
を
突
破
す
る
事
が
で
き
、
基
金

募
金
事
業
は
滞
り
な
く
終
了
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
一
重
に
、
会

員
諸
氏
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
三
翠
化
学
会

の
今
後
の
発
展
に
大
き
な
自
信
と
期

待
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

弦
に
、
会
計
決
算
報
告
、
ク
ラ
ス

別
醸
金
額
並
び
に
醸
金
者
芳
名
（
別

紙
）
等
を
記
載
報
告
す
る
と
と
も
に

領
収
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

尚
、
会
員
諸
氏
の
心
の
こ
も
っ
た

貴
重
な
本
基
金
の
運
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
三
翠
化
学
会
基
金
運
用
現

程
」
に
則
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
上
、
運
用
に

供
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
以

下
の
よ
う
に
収
支
決
算
等
を
報
告
致

し
ま
す
。

瑠
和
五
十
五
年
七
月

三
翠
化
学
会
会
長

岡
田
芳
次
郎

（
三
翠
化
学
会
基
金
運
用
現
程
に
つ

き
ま
し
て
は
、
会
報
第
一
言
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）

一
一
募
金
事
業
経
過
報
告
一
【

昭
和
五
十
三
年
度
の
募
金
事
業
経

過
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
会
報
第
一

一
号
で
報
告
し
た
の
で
割
愛
致
し
ま

す。

一
、
五
十
四
・
四
・
一
三
翠
化

学
第
一
〇
号
で
基
金
募
金
に
関
す
る

中
間
報
告
を
掲
載
。

二
、
五
十
四
・
五
・
二
十
七
　
昭

和
五
十
四
年
度
総
会
で
基
金
募
金

状
況
の
中
間
報
告
－
約
一
七
五
万
円

（
三
九
〇
名
）
。
今
後
、
六
月
と
十
一

月
を
重
点
的
な
募
金
月
間
と
し
、
積

極
的
に
募
金
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
た
。
三
、
五
十
四
・
六
・
二
十
九
　
基

金
担
当
理
事
〔
中
川
（
潔
）
、
田
中

（
秀
）
、
今
井
（
正
）
〕
に
加
え
て
、
募

金
委
員
会
庶
務
・
会
計
面
幹
事
出
席

（
基
金
募
金
小
委
員
会
）
の
も
と
、

基
金
募
金
の
推
進
方
に
つ
い
て
協
議

し
、
七
月
十
日
に
、
募
金
委
員
を
通

じ
末
応
募
者
へ
応
募
依
頼
状
を
発
送

した。四
、
五
十
四
・
八
・
二
十
四
　
役

員
・
評
議
員
会
で
募
金
状
況
を
報
告

八
・
七
現
在
約
一
九
三
万
円
－
す

る
と
と
も
に
、
募
金
の
推
進
方
法
を

検
討
し
た
。

五
、
五
十
四
・
九
・
一
三
翠
化

学
第
一
一
号
で
募
金
状
況
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
募
金
依
頼
を
行
な
っ

た。
六
、
五
十
四
・
十
二
・
十
　
十
一

月
二
十
日
現
在
二
、
二
二
三
、
五
〇
〇

円
（
四
三
七
名
）
の
実
情
に
も
と
づ

雪
基
金
募
金
小
委
員
会
を
開
催
し

募
金
活
動
の
積
極
化
に
つ
い
て
討
議

し
た
。
十
二
月
十
五
日
、
募
金
委
員

を
通
し
て
末
応
募
者
を
主
対
象
に
募

金
を
お
願
い
し
た
。

七
、
五
十
五
・
一
・
二
十
六
　
基

金
募
金
委
員
会
を
開
催
、
一
月
二
十

三
日
現
在
二
、
五
一
四
、
五
〇
〇
円

（
四
九
六
名
）
の
情
況
を
報
告
後
、

募
金
方
法
の
検
討
お
よ
び
募
金
期
限

を
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
し
、
こ

の
間
募
金
委
員
を
軸
に
積
極
的
な
募

金
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

八
、
五
十
五
・
三
・
三
十
一
三

翠
化
学
第
一
二
号
で
募
金
期
間
の

延
長
の
連
絡
お
よ
び
募
金
協
力
方
を

要
請
し
た
。

九
、
五
十
五
・
五
・
十
五
（
招
和

五
十
五
年
度
総
会
）
　
基
金
目
標
額

三
〇
〇
万
円
を
突
破
・
応
募
額

三
、
〇
七
七
、
0
0
0
円
、
応
募
者
数

五
七
八
名
と
な
っ
た
。

一
〇
、
五
十
五
・
七
・
十
八
　
最

終
的
に
、
応
募
額
三
、
二
三
、
0
0

0
円
、
応
募
者
五
九
六
名
に
遷
し

た。

一
一
基
金
運
用
委
員
会
報
告
一
一

日
経
過
報
告

一
、
五
十
三
・
九
・
二
十
九
　
基

金
募
金
実
行
委
貴
会
で
基
金
の
運
用

に
関
し
予
備
討
議
し
た
。

二
、
五
十
三
・
十
二
・
十
二
　
役

員
・
評
議
員
会
、
基
金
募
金
委
員
会

で
、
運
用
委
員
会
の
構
成
、
任
期
等

に
つ
き
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
瑠

和
五
十
四
年
五
月
ま
で
は
暫
定
的
に

募
金
委
員
が
運
用
委
員
を
兼
務
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
“
続
い
て
運
用
規
程

に
つ
い
て
予
備
的
な
検
討
を
し
た
。

三
、
五
十
四
・
三
・
十
五
　
役
員

・
評
議
員
会
で
基
金
運
用
に
関
し
討

論
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
昭
和
五
十

四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
暫
定

的
に
基
金
募
金
委
員
が
基
金
運
用
委

員
を
兼
務
す
る
。
②
基
金
運
用
現
程

に
つ
い
て
検
討
し
、
昭
和
五
十
四
年

度
総
会
に
提
案
す
る
。
③
基
金
運
用

規
程
が
総
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
、

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
現
程

に
も
と
づ
い
た
基
金
運
用
委
員
会
が

は
、
記
念
品
（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
）

を
贈
呈
す
る
、
の
四
件
を
決
定
し
た
二

四
、
五
十
四
・
五
・
二
十
一
役

員
・
評
議
員
会
、
基
金
募
金
委
員
会

で
、
基
金
運
用
規
程
（
案
）
を
検
討
し

た。

五
、
五
十
四
・
五
・
二
十
七
　
招

和
五
十
四
年
度
総
会
で
「
三
翠
化
学

会
基
金
運
用
規
程
」
が
承
認
さ
れ
た
二

六
、
五
十
四
・
六
・
二
十
五
　
役

員
会
で
、
基
金
運
用
委
員
会
の
庶
務
、

会
計
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

七
、
五
十
四
・
七
・
十
　
在
学
生

へ
の
応
援
旗
贈
呈
に
つ
き
、
会
長
か

ら
募
金
委
員
お
よ
び
運
用
委
員
に
対

し
て
意
見
の
聴
取
が
あ
っ
た
。

八
、
五
十
四
・
八
・
二
十
四
　
役

員
・
評
議
員
会
で
応
援
旗
贈
呈
の
件

が
承
認
さ
れ
た
。

九
、
五
十
四
・
十
「
・
二
十
一

在
学
生
へ
応
援
旗
を
贈
呈
し
た
。

一
〇
、
五
十
四
・
十
二
月
十
七

役
員
会
で
基
金
運
用
委
員
会
に
つ
い

発
足
す
る
。
④
今
年
度
の
卒
業
生
に
一
て
討
論
し
、
構
成
、
任
期
等
を
決
定

した。
二
、
五
十
五
・
一
・
二
十
六

基
金
募
金
委
員
会
に
て
、
基
金
運
用

に
関
す
る
事
項
を
報
告
し
、
承
認
さ

れた。
一
二
、
五
十
五
・
三
・
十
九
　
瑠

和
五
十
四
年
度
卒
業
生
に
、
記
念
品

と
し
て
折
り
た
た
み
傘
を
贈
呈
し
た
。

三
一
、
五
十
五
・
四
・
十
二
　
農

芸
化
学
科
機
関
誌
「
こ
う
よ
り
」
出

版
の
補
助
金
を
贈
呈
し
た
し

一
四
、
五
十
五
・
七
・
十
八
　
役

員
会
で
基
金
運
用
の
基
本
線
に
つ
い

て
討
議
し
た
。

0
委
員
会

①
構
　
成

▽
委
員
　
◎
岡
田
芳
次
郎
（
専
1
）
、

嶋
田
協
（
専
3
）
、
福
田
映
（
大
1
）
、

○
鴨
杯
事
英
（
専
1
）
、
○
中
川
潔
彦

（
専
2
）
、
伊
佐
浄
（
大
3
）
、
田
中
秀

志
（
大
3
）
、
●
今
井
正
之
（
大
日
）
、

●
古
市
幸
生
（
大
1
3
）
、
辻
静
夫
（
大

19）▽
監
事
　
若
林
長
生
（
専
1
）
、
辻
村

恒
（
大
3
）

（
註
・
◎
印
＝
委
員
長
、
○
印
＝
庶

務
担
当
、
●
印
＝
会
計
担
当
を
示
す
。

ま
た
監
事
は
三
翠
化
学
会
監
事
が
兼

務する。）
㊤
任
　
期

右
記
委
員
お
よ
び
監
事
の
任
期
は

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
す
る
。

⇔
基
金
の
運
用

三
翠
化
学
会
基
金
運
用
規
程
三
、

す
な
わ
ち
、
「
委
員
会
は
記
念
事
業
に

関
す
る
事
項
の
審
議
お
よ
び
基
金
の

運
用
に
当
る
。
記
念
事
業
と
は
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
①
三
翠
化
学

会
の
組
織
強
化
の
た
め
の
援
助
、
②

農
芸
化
学
科
学
生
へ
の
記
念
品
の
贈

呈
な
ど
、
③
そ
の
他
三
翠
化
学
会
に

関
す
る
諸
事
業
へ
の
補
助
」
に
も
と

づ
き
左
記
の
様
に
運
用
し
た
。

一
、
昭
和
五
十
三
年
度
卒
業
生
記

念
品
質
…
‥
四
六
、
八
〇
〇
円

一
、
応
援
旗
五
硫
代
金
…
‥

…
‥
五
六
、
一
五
〇
円

一
、
昭
和
五
十
四
年
度
卒
業
生
記

念
品
費
…
・
；
五
八
、
五
〇
〇
円

一
、
「
こ
う
よ
り
」
出
版
補
助
費

（
瑠
和
五
十
四
年
度
）
…
：
四
〇
、

0
0
0
円

訂
…
二
一
〇
一
、
四
五
〇
円
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山
　
内
　
雄
　
治
　
（
大
2
1
回
卒
）

台
糖
フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

台
糖
フ
ァ
イ
ザ
ー
㈱
は
曙
和
三

十
年
に
設
立
さ
れ
た
資
本
金
五
九

億
円
、
従
業
員
約
二
千
名
の
医
家

向
医
薬
品
、
動
物
用
医
薬
品
そ
の

他
を
研
究
開
発
し
生
産
販
売
す
る

日
米
合
弁
の
企
業
で
、
工
場
は
愛

知
県
知
多
半
島
の
武
豊
町
に
あ
り

名
古
畳
工
場
と
称
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
微
生
物
研
究
所
は
こ
の
工
場
内

に
九
年
程
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
米
国
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
中
央

研
究
所
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
み
、
主
と
し
て
「
抗
生

物
質
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
微
生
物
、
化
学
、

醗
酵
、
精
製
お
よ
び
細
菌
の
五
つ

の
研
究
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
三
翠
化
学
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
は
研
究
所
長
に
刀
根
淳
祐

（
天
与
）
、
微
生
物
研
究
室
に
山
内

（
大
2
1
）
の
二
名
が
所
属
し
て
お
り

ます。御
存
知
の
よ
う
に
抗
生
物
質
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
自
然
界
（
土

壌
を
用
い
る
場
合
が
多
い
）
か
ら

放
線
菌
、
カ
ど
な
と
の
対
象
と
す

る
微
生
物
を
分
離
す
る
こ
と
に
始

ま
り
、
そ
れ
ら
の
培
養
液
の
バ
イ

オ
ア
ッ
セ
イ
の
結
果
選
ば
れ
た
抗

生
物
質
を
単
離
精
製
し
動
物
試
験

を
経
る
う
ち
に
節
分
け
ら
れ
た
有

望
と
思
わ
れ
る
物
質
を
さ
ら
に
詳

細
に
検
討
し
た
上
で
新
規
か
つ
有

用
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
特
託

を
申
請
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的

な
パ
タ
ー
ン
で
す
が
、
現
在
、
各

社
・
各
研
究
機
関
と
も
種
々
の
方

法
を
採
用
し
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
お
り
、
そ
の

概
況
は
『
化
学
と
生
物
』
二
〇
〇

号
記
念
号
に
〃
抗
生
物
質
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〟
と

い
う
題
で
酒
井
教
授
（
大
阪
府
大
）

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
毎
年
多
数
の
新

物
質
の
発
見
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
人
々
の
多
く
は
農
芸
化
学

研
究
者
で
す
。

筆
者
の
仕
事
は
「
土
壌
か
ら
新

し
い
微
生
物
の
分
離
」
、
「
新
し
い

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
の
開
発
」
お

よ
び
「
抗
生
物
質
生
産
菌
の
同
定
」

を
す
る
こ
と
に
よ
り
新
物
質
発
見

に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
皆
若
く
〝
ひ
と

に
き
り
の
土
に
人
間
の
幸
福
へ
の

無
限
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
人
類
の

向
上
に
役
立
つ
物
質
の
発
見
に
全

力
を
傾
け
て
い
ま
す
。
先
生
方
を

は
じ
め
本
会
員
の
皆
様
に
は
御
指

導
を
仰
ぐ
こ
と
も
多
か
ろ
う
と
存

じ
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
な
お
職
場
は
違
い
ま
す
が
当

社
に
は
杉
山
敏
（
大
1
0
）
、
伊
藤
真

（
大
鮪
）
、
菅
原
博
（
大
2
6
）
の
諸
氏

が
営
業
部
門
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す。

今
年
っ
夏
享
l
ミ
と
り
わ
三
軍
）

い
夏
の
よ
う
で
す
が
、
わ
が
栓
浦

葉
菜
㈱
は
、
生
薬
（
し
ょ
う
や
く
）

を
抽
出
す
る
蒸
気
と
、
額
に
汗
し

て
鋤
く
人
の
情
熱
で
、
今
年
も
暑

い
夏
を
免
れ
え
な
い
よ
う
で
す
。

ス
モ
ン
病
に
代
表
さ
れ
る
新
薬

の
副
作
用
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
以
来
、
副
作
用
の
無
い
漢

方
薬
が
見
直
さ
れ
は
じ
め
、
現
在

は
い
わ
ゆ
る
「
漢
方
薬
ブ
ー
ム
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
ま
た
ブ
ー
ム
で
終
ら

田
　
中
　
大
　
二

せ
る
べ
き
ち
っ
一
二
三
ぞ
ソ
ま
せ
ん
。

漢
方
薬
は
、
実
際
に
よ
／
＼
窺
ノ
＼
、
）

新
薬
に
劣
ら
な
い
治
療
効
果
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た

結
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
浦
葉
菜
は
一
九
一
七
年
（
大

正
三
年
）
生
薬
問
屋
と
し
て
発
足

し
て
以
来
、
現
在
は
生
薬
二
百
余

種
、
漢
方
薬
・
生
薬
製
剤
九
十
枚

種
、
中
成
茄
（
中
国
製
造
の
直
輸

入
医
薬
品
）
十
数
種
を
取
扱
う
中

部
地
区
唯
一
の
漢
方
総
合
メ
ー
カ

ー
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、
漢
方

薬
の
前
途
に
ま
す
ま
す
の
期
待
を

（
大
2
4
回
卒
）

松
浦
薬
業
株
式
会
社

か
言
顎
積
っ
て
．
、
”
る
雲
壬
で
す
こ

稟
方
案
つ
製
遺
棄
料
芝
生
萎
で
す

が
、
そ
の
生
薬
の
ほ
と
ん
ど
は
隣

国
中
国
に
依
存
す
る
た
め
、
わ
が

社
と
中
国
と
の
関
係
は
深
く
、
国

交
回
復
以
前
よ
り
友
好
関
係
に
あ

り
、
ま
た
今
年
の
三
月
よ
り
名
古

屋
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
た
『
今

日
の
中
薬
展
覧
会
』
の
協
力
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
友
好
的
な
結
び
つ

き
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

三
重
大
学
の
卒
業
生
は
、
只
今

四
名
。
薬
業
界
で
は
特
異
な
存
在

で
あ
る
漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
に
四
名

も
の
′
卒
業
生
が
い
る
の
ば
、
第

六
回
卒
・
服
部
実
作
生
産
部
長
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
つ
た
な

い
職
場
紹
介
を
書
い
て
い
る
私
・

田
中
大
二
（
生
産
技
術
課
）
は
第

二
十
四
回
卒
業
で
す
。
そ
の
他
に

は
、
第
十
四
回
卒
中
地
武
典
（
生

産
部
主
任
）
、
第
二
十
六
回
卒
・
乾

俊
司
（
品
質
管
理
課
）
の
二
氏
で

各
人
各
部
門
で
元
気
一
杯
働
い
て

い
ま
す
。
漢
方
薬
は
、
「
温
故
知
新
一
の

こ
と
意
の
よ
う
に
、
漢
方
薬
の
古

典
で
あ
る
≡
揚
寒
論
≒
三
舎
霞
要

撃
〓
書
誌
に
通
い
ー
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
現
在
は
、
漢
方

薬
の
煎
じ
薬
の
イ
メ
ー
ジ
は
う
す

れ
、
一
般
に
利
閂
さ
れ
や
す
く
、

最
新
の
技
術
と
機
械
を
用
い
て
の

エ
キ
ス
製
剤
（
細
粒
・
顆
粒
・
錠

剤
）
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
生
薬
の
成
分
研
究
も
現
代
の

最
新
分
析
機
器
を
用
い
て
研
究
が

な
さ
れ
、
次
々
と
生
薬
の
有
効
成

分
の
確
認
と
利
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
二
千
年
の
歴
史
を
も
つ
漢
方

薬
は
、
多
く
の
人
々
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に

新
し
く
発
見
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
漢
方
薬
の
新
し
い
歴

史
を
つ
く
る
た
め
に
日
夜
努
力
を

続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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実
感
と
し
て
の
米
国
生
活

大
学
1
7
回
卒
　
田

口
　
　
寛

時
計
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
セ
イ
コ
ー

が
一
番
と
思
わ
れ
て
お
り
、
オ
メ
ガ

な
ど
問
題
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ

る
時
ア
メ
リ
カ
人
に
「
あ
な
た
の
腕

時
計
は
、
な
か
な
か
良
い
で
す
ね
。

セ
イ
コ
ー
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、

私
は
日
本
人
的
な
考
え
か
ら
、
胸
を

張
っ
て
「
い
や
、
オ
メ
ガ
の
コ
ン
ス

テ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ス
イ
ス
へ
行

っ
た
時
に
買
っ
た
物
で
す
が
、
日
本

や
ア
メ
リ
カ
で
買
う
と
、
す
ご
く
高

価
で
す
」
と
答
え
た
ら
、
「
何
だ
セ

イ
コ
ー
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
」
と
言

っ
て
、
そ
の
後
全
く
私
の
時
計
に
興

味
を
示
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
っ
と
面
白
い
話
は
、
ア
メ
リ

カ
人
が
、
「
日
本
に
も
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

が
あ
る
の
由
と
質
問
を
し
た
の
で
、

「
も
ち
ろ
ん
あ
る
さ
。
S
昌
y
の
な
ん

か
、
ア
メ
リ
カ
で
も
た
く
さ
ん
売
っ

て
い
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
ら
、
そ

の
人
は
「
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、

S
。
n
y
は
ア
メ
リ
カ
の
会
社
だ
」
と

言
う
の
で
す
。
そ
の
他
パ
イ
オ
ニ
ア

な
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
会
社
だ
と
思

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
が
い
る
み
た

い
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
製
品
は
、
ア
メ
リ
カ
の
市
場
に

も
た
く
さ
ん
出
て
お
り
ま
す
L
J
、
会

社
名
が
英
語
式
で
あ
る
た
め
に
、
日

本
の
会
社
と
は
思
わ
な
い
ら
し
い
の

で
す
。
、
日
本
の
会
社
な
ら
中
主
と

か
Y
a
ヨ
a
〔
○
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て

は
G
e
i
s
J
a
や
S
亡
k
i
y
a
k
i
な
ん
て

会
社
名
が
日
本
の
会
社
だ
と
思
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、

白
木
の
製
品
は
す
ぼ
ら
し
い
の
で
す
。

国
産
品
を
愛
屈
し
ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
一
般
に
ア
メ
リ
カ
人

は
世
界
を
良
く
知
り
ま
せ
ん
。
ア
メ

リ
カ
は
何
で
も
世
界
一
の
国
で
あ
り
、

世
界
の
中
心
国
家
で
あ
る
か
ら
、
外

国
語
な
ど
習
う
必
要
が
無
く
、
外
国

の
こ
と
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て

い
な
い
み
た
い
で
す
。
学
生
な
ど
、

日
本
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
反
し
、
日
本
は
舶
来
製

品
を
尊
重
し
、
何
で
も
ア
メ
リ
カ
に

従
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
人
は
外
国

の
こ
と
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
は

良
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
日

本
人
で
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

の
名
前
を
知
ら
な
い
人
は
、
ま
ず
い

な
い
で
し
ょ
う
が
、
逆
に
ア
メ
リ
カ

人
で
日
本
の
首
相
の
名
前
を
知
っ

て
い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

私
が
ア
メ
リ
カ
へ
来
て
か
ら
、
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
日
本
が
出
た
の

は
わ
ず
か
に
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
（
こ

れ
は
カ
ー
ヌ
ー
大
統
領
が
出
席
し
て

い
る
か
ら
当
然
）
、
上
野
動
物
園
の
パ

ン
ダ
が
死
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
に
ポ
ー

ル
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
目
本
公
演
の

た
め
に
入
国
し
よ
う
と
し
て
麻
薬
所

持
が
見
つ
か
り
、
逮
捕
さ
れ
た
こ
と

だ
け
で
す
。
こ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
と

匝
接
関
係
の
無
い
ニ
ュ
ー
ス
は
パ
ン

ダ
が
死
ん
だ
こ
と
だ
け
で
す
の
で
、

日
本
が
い
か
に
平
和
か
、
い
か
に
無

視
さ
れ
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
幸
い
に
も
、
私
は
以
前
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
一
周
し
、
主
要
な
国
を
見

て
回
り
、
さ
ら
に
今
回
は
ア
メ
リ
カ

へ
来
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
て
、
日

本
を
外
か
ら
な
が
め
、
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
、
外
国
に
い
な
が
ら
、
逆

に
白
木
を
よ
り
一
層
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
㌔
C
の
言
っ
た
「
日

本
人
は
ウ
サ
ギ
小
屋
に
住
む
鋤
き
虫
」

と
は
、
く
や
し
い
で
す
が
正
に
ぴ
っ

た
り
で
、
ア
メ
リ
カ
人
は
、
一
般
に

日
本
人
よ
り
怠
け
者
で
、
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
こ
と
は
と
て
も
上
手
で
、

し
か
も
立
派
な
家
に
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
で
一
生
過
せ
る
の
だ
か
ら
、
日

本
人
に
と
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
限
り

で
す
。
日
本
人
は
鋤
く
た
め
に
生
き

て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
遊
ぶ
た
め

一
に
生
き
て
い
る
と
言
う
の
が
ぴ
っ
た

ー
り
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
イ
タ

リ
ア
人
が
特
に
怠
け
者
に
思
い
ま
し

た
。
彼
ら
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
よ
く

食
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く
愛
す
る
」

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
「
明
日
で
も
で

き
る
こ
と
は
、
今
日
す
る
な
」
と
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
遊
び
は
、
や
は
り
お
国
柄
ス
ケ

ー
ル
が
大
き
く
、
自
家
用
飛
行
機
で

遊
ん
だ
り
、
か
な
り
の
家
に
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
へ
）
飛
行
機
の

免
許
は
二
百
ド
ル
で
取
れ
ま
す
。
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
も
盛
ん
で
す
。
ス
ー
パ

ー
に
ラ
イ
フ
ル
や
ピ
ス
ト
ル
が
売
っ

て
い
て
、
誰
で
も
簡
単
に
買
え
ま
す
。

時
々
ス
ー
パ
ー
の
安
売
り
に
ピ
ス
ト

ル
が
出
て
お
り
ま
す
。
三
十
ド
ル
位

か
ら
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
で
は

全
く
不
可
能
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
私

も
近
く
の
射
撃
場
で
ピ
ス
ト
ル
か

ら
ラ
イ
フ
ル
ま
で
五
種
類
位
撃
つ
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創
設
以
来
す
で
に
三
〇
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
醗
酵
研
究
室
で
あ

る
が
、
そ
の
間
に
三
回
移
転
し
、

ち
ょ
う
ど
三
つ
の
節
が
出
来
て
、

時
代
の
流
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
映
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

順
番
に
一
期
、
二
期
、
三
朝
と

し
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る

と
、
ま
ず
第
一
期
は
昭
和
二
十
四
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年
か
ら
高
度
時
代
の
木
造
の
建
物

（
写
真
）
の
二
階
に
研
究
室
が
創
ら

れ
た
。
古
い
建
物
で
、
柱
が
白
ア

リ
に
侵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
風

が
吹
く
と
ユ
ラ
リ
ユ
ラ
リ
と
揺
れ

て
、
そ
の
振
幅
が
蒸
留
水
の
大
ビ

ン
の
水
位
の
高
低
に
よ
り
確
認
出

来
た
。
ま
た
、
床
板
一
枚
が
一
階

の
天
井
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
掃

除
の
と
き
に
ワ
ッ
カ
リ
す
る
と
土

ボ
コ
リ
や
汚
水
が
直
接
一
階
の
実

験
台
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
し
た
。

実
験
器
具
類
は
殆
ん
と
な
く
、
綿

が
な
い
の
で
桑
皮
綿
（
桑
の
繊
維

で
作
っ
た
代
用
品
）
で
綿
棒
を
作

っ
た
り
、
貧
し
い
予
算
の
中
で
ヤ

リ
ク
リ
し
な
が
ら
の
研
究
で
あ
っ

た。
瑠
和
三
十
年
か
ら
第
二
期
に
入

り
、
三
翠
寮
の
す
ぐ
西
側
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
が
新
築
さ

れ
、
そ
の
二
階
に
移
っ
た
。
も
う

揺
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、

断
熱
工
事
が
不
備
な
た
め
、
小
さ

な
教
授
室
は
夏
は
四
〇
度
以
上
に

な
り
、
田
中
庄
助
先
生
が
汗
を
ボ

ト
ポ
ト
書
籍
に
落
し
な
が
ら
頑
張

っ
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
、
冬
に
な

る
と
大
火
鉢
を
囲
ん
で
雑
談
を
楽

し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二

期
の
特
徴
は
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し

た
こ
と
と
、
研
究
面
で
の
充
実
と

で
あ
ろ
う
。
建
物
の
す
ぐ
前
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、
隣
の
生
物

化
学
の
岩
杢
三
先
生
が
夏
休
み

中
は
三
時
頃
か
ら
コ
ー
ト
に
出
て

素
振
り
を
始
め
、
そ
れ
を
合
図
に

全
員
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。
冬
は
駅
伝
の
練
習
に
田

中
先
生
が
率
先
し
て
走
り
、
研
究

の
副
産
物
で
あ
る
グ
ル
コ
ン
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
を
、
そ
の
効
能
を
聞
か

さ
れ
な
が
ら
飲
ま
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
遊
び
だ
け
で
な
く
、
研
究

面
も
活
況
を
呈
し
、
田
中
先
生
は

酢
酸
菌
の
研
究
を
進
め
、
松
嶋
欽

一
先
生
は
糸
状
菌
の
蛋
白
分
解
酵

素
に
つ
い
て
の
研
究
で
学
位
を
取

得
さ
れ
、
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
に
留

学
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
外

遊
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
新
聞

に
写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
た
り
し

た
。
嶋
田
協
先
生
は
、
こ
の
時
期

に
プ
ロ
テ
ア
ト
ゼ
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー

の
ポ
リ
リ
ン
ゴ
酸
（
学
会
賞
受
賞
）

に
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
が
で
き
た
。

初
代
の
田
中
教
授
は
昭
和
三
十
五

年
に
定
年
退
官
さ
れ
、
二
代
目
に

は
松
嶋
先
生
が
就
任
さ
れ
た
。
ち

ょ
う
ど
、
こ
の
時
期
は
、
日
本
の

社
会
の
発
展
と
同
様
に
醗
酵
研
究

室
も
充
実
し
て
行
っ
た
時
代
で
あ

った。第
三
期
は
昭
和
四
十
年
か
ら
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
御
存
知
の
よ

う
に
三
翠
会
館
の
近
く
の
一
号
館

三
陸
に
あ
り
、
建
物
は
勿
論
、
設

備
な
ど
も
他
大
学
と
同
程
度
に
整

っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ヌ
ッ
フ
の
近
況
を
申
し
上
げ

る
と
、
松
嶋
先
生
は
赤
目
か
ら
遠

路
は
る
ば
る
通
勤
さ
れ
、
ま
す
ま

す
精
力
的
に
研
究
を
続
け
、
例
の

テ
ニ
ス
は
、
少
し
ヌ
ル
ミ
気
味
の

オ
ナ
カ
を
揺
す
り
な
が
ら
も
、
俊

敏
さ
が
劣
え
て
い
な
い
の
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。
嶋
田
先
生
は
、
車

で
通
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

脚
腰
が
極
端
に
弱
く
な
っ
た
こ
と

を
嘆
い
て
い
ま
す
が
、
卓
球
に
か

け
て
は
学
生
並
み
の
レ
ベ
ル
を
保

っ
て
い
ま
す
。
伊
藤
昌
子
さ
ん
は

相
変
ら
ず
ス
マ
ー
ト
で
、
華
道
の

リ
ー
ダ
ー
役
を
し
て
い
ま
す
が
、
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最
近
は
駅
伝
競
走
に
毎
年
参
加
し

元
気
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

現
在
の
研
究
室
の
テ
ー
マ
は
、

主
と
し
て
二
項
目
あ
り
、
一
つ
は

か
び
の
蛋
白
分
解
酵
素
お
よ
び
そ

の
阻
害
物
質
に
関
す
る
年
来
の
研

究
を
続
け
、
そ
の
集
大
成
の
た
め

に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
特
殊
環
境

下
に
お
け
る
微
生
物
の
生
理
生
態

と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
研
究
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
六
価
ク
ロ

ム
耐
性
菌
、
偏
性
嫌
気
性
菌
、
耐

ア
ル
カ
リ
性
菌
、
耐
酸
性
菌
な
ど

を
対
称
菌
と
し
て
取
扱
い
、
こ
れ

ら
の
菌
の
未
知
の
隠
れ
た
性
質
を

ひ
き
出
し
て
役
立
た
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

過
去
三
十
年
間
に
醗
酵
学
研
究

室
か
ら
の
卒
業
生
は
約
二
百
名
に

な
り
ま
す
。
卒
業
生
の
方
々
か
ら

も
同
窓
会
を
開
く
よ
う
御
要
望
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で

開
催
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
て
お
り

ま
す
。
名
案
が
あ
っ
た
ら
御
連
絡

下
さ
い
一
）

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
い
ラ
イ

フ
ル
は
、
撃
っ
た
時
の
衝
撃
が
大
き

く
、
鎖
骨
の
あ
た
り
が
と
て
も
痛
く

て
、
五
発
以
上
続
け
て
撃
て
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
耳
に
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
当

て
て
い
な
い
と
、
耳
が
ソ
ー
ン
と
し

て
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
－
ま
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
は
と
て
も
安
く
プ
レ
ー
で
き

ま
す
。
一
日
何
回
や
っ
て
も
3
ド
ル
、

月
き
め
で
二
十
ド
ル
で
す
。
と
て
も

広
い
敷
地
で
、
皆
ゆ
っ
た
り
と
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
私
は
見

に
行
っ
た
だ
け
で
、
全
く
や
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
今
の
こ
と
ろ
や
る
つ
も

り
も
あ
り
ま
せ
ん
（
多
忙
な
た
め
）
。

ア
メ
リ
カ
人
は
三
十
代
で
、
広
い

庭
の
あ
る
、
と
て
も
立
派
な
家
に
住

ん
で
い
ま
す
。
特
に
家
の
中
は
き
れ

い
で
、
日
本
人
が
見
た
ら
び
っ
く
り

す
る
で
し
ょ
う
。
美
的
セ
ン
ス
は
接

辞
で
す
。
も
っ
と
も
私
は
、
中
流
以

上
の
家
庭
ば
か
り
に
招
か
れ
て
い
る

か
ら
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。
プ
レ

ハ
ブ
の
狭
い
部
屋
の
中
に
ヌ
ン
ス
、

ピ
ア
ノ
、
コ
タ
ツ
、
机
な
ど
が
ぎ
っ

し
り
と
並
ん
で
い
る
家
は
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
日
本
の
名

物
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

先
進
国
の
中
で
、
日
本
の
住
宅
事
情

は
最
悪
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

に
し
ろ
ウ
サ
ギ
小
室
で
す
か
ら
。

日
本
に
比
べ
て
け
た
違
い
に
安
い

の
は
、
車
の
免
託
と
車
検
、
そ
れ
に

牛
肉
の
壇
菱
で
す
二
重
の
免
許
を
取

る
つ
）
古
妻
三
賞
司
三
∵
わ
ず
十
二

九
ヾ
㌧
つ
み
一
、
三
ノ
ー
二
二
回
す
べ
っ
て

も
、
一
回
で
ハ
ス
し
て
も
九
ド
ル
で

す
。
車
検
は
、
年
に
一
回
で
、
二
ド

ル
で
す
。
牛
肉
は
日
本
の
十
分
の
一

位
の
値
段
で
し
か
も
面
白
い
の
は
、

霜
降
り
肉
の
方
が
赤
身
だ
け
の
よ
り
、

ず
っ
と
安
い
の
で
す
。
魚
介
類
も
売

っ
て
い
ま
す
が
、
新
鮮
で
は
な
く
、

し
か
も
か
な
り
の
値
が
し
ま
す
。
従

っ
て
、
食
費
を
節
約
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
牛
肉
の
霜
降
り
肉
ば
か
り
食
べ

て
お
れ
ば
良
い
わ
け
で
、
日
本
で
は

あ
れ
ば
、
自
分
の
好
き
な
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
並
べ
て
も
良
い
の
で
す
。

こ
の
場
合
に
は
割
増
し
料
金
が
必
要

で
す
し
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
と
同
じ
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
。
自

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

車
に
関
し
て
非
常
に
面
白
い
の
は
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
で
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
（
こ
ち
ら
で
は
↓
a
g
と
呼
び
ま

す
が
）
は
前
に
は
付
け
ず
、
車
の
後

の
み
で
す
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、

通
常
の
記
号
と
番
号
の
プ
レ
ー
ト
（
例

分
の
名
前
の
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
い

る
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
例
え
ば

＋
O
M
と
か
L
C
エ
N
と
か
。
私
も

S
A
N
S
U
－
（
三
翠
）
と
し
ょ
う
が

と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
人
に

は
何
の
こ
と
か
分
ら
な
い
で
し
ょ
う

し
、
分
る
人
が
い
た
と
し
て
も
、
ス

テ
レ
オ
屋
の
サ
ン
ス
イ
か
と
思
う
だ

け
で
し
ょ
う
。
ス
テ
レ
オ
屋
は
宣
伝

料
も
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
し
、
結
局

S
A
N
S
U
H
　
の
プ
レ
ー
ト
は
止
め

に
し
て
、
通
常
の
も
の
に
し
ま
し
た
か

会
長
さ
ん
す
み
ま
せ
ん
。

最
初
に
こ
ち
ら
へ
来
て
困
っ
た
の

は
、
蔓
量
衝
の
単
位
が
日
本
と
全
く

違
う
こ
と
で
す
。
長
さ
は
イ
ン
チ
、

フ
ィ
ー
ト
、
マ
イ
ル
、
ヤ
ー
ド
。
重

さ
は
ポ
ン
ド
、
体
積
は
ガ
ロ
ン
、
パ

イ
ン
ト
、
温
要
は
華
氏
な
の
で
す
。

垂
つ
婁
一
一
＝
を
雫
」
に
モ
ノ
＼
，
／
三
言
妻
、

冨
重
吉
／
一
を
茸
言
え
ま
す
享
、
す
∴
＼

に
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
こ
現
在
私
の

身
長
は
五
フ
ィ
ー
ト
七
イ
ン
チ
、
体

重
は
百
五
十
ボ
ン
ド
で
す
《
）
高
速
道

路
の
制
限
時
速
は
五
十
五
マ
イ
ル
で

す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
、
こ
ち
ら
で
は
今

一
ガ
ロ
ン
一
ド
ル
十
七
セ
ン
ト
で
す

（
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
）
。
試
薬
の
入
っ
て

い
る
ビ
ン
で
、
日
本
の
五
百
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
位
の
大
き
さ
の
は
一
パ
イ
ン

ト
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
研
究

室
内
で
は
、
日
本
と
同
様
に
、
メ
ー

ト
ル
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
温
度
は

華
氏
が
使
わ
れ
て
お
り
、
天
気
予
報

を
聞
い
て
い
て
も
最
初
の
頃
は
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
真
夏
で
す
と

「
明
日
の
最
高
気
温
は
九
十
度
位
で

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、

い
か
に
も
暑
そ
う
に
感
じ
ま
す
。
逆

え
は
私
の
は
p
A
－
害
が
い
や
で
舌
、
真
冬
で
は

は
二
十
度
で
し
た
」
と
言
っ
て
も
大

し
て
寒
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
摂
氏
の
百
度
と
零
度
は
、
華
氏

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
十
二
度
と
三

十
二
度
で
す
。

普
段
の
時
は
、
こ
ち
ら
の
人
は
、

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
軽
な
服

装
で
お
り
ま
す
。
教
授
で
も
、
ネ
ク

ヌ
イ
を
し
て
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
人

は
、
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
。
ジ
ー

パ
ン
に
セ
ー
ヌ
ー
姿
の
教
授
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
大
学
の
中
で
ス
ー
ツ

を
着
て
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
る
の
は
、

遠
心
機
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
学

長
く
ら
い
で
す
。
従
っ
て
私
も
郷
に

入
っ
て
は
郷
に
従
え
で
、
日
本
で
は

毎
日
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ネ
ク
ヌ
イ
は
き
っ
ぱ
り
と
止
め
、
非

常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
で
、
学
校

へ
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

ち
ら
の
人
は
変
身
術
に
た
け
て
い
で

昼
間
は
、
ぼ
ろ
を
着
て
い
て
も
、
夜

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
す
ぼ
ら
し
い

ド
レ
ス
を
着
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
も
し

て
、
最
初
は
誰
か
わ
か
ら
な
い
位
、

き
れ
い
に
見
え
る
こ
と
が
た
び
た
び

あ
り
ま
す
。

私
が
最
も
驚
い
た
の
は
名
前
の
呼

び
方
で
し
て
、
始
め
は
、
敬
称
を
付

け
て
D
「
↓
a
筆
c
J
i
と
呼
び
ま
す
が
、

次
に
は
↓
a
g
E
C
亨
に
な
り
、
つ
い
に

は
葺
き
S
J
i
の
み
に
な
り
ま
す
。
敬

称
を
付
け
て
名
字
を
呼
ぶ
の
は
最
も

堅
苦
し
く
、
よ
そ
L
三
二
、
、
．
呼
べ
手

で
、
幸
「
∵
÷
喜
一
、
三
三
言
う
二
三

・
三
ぞ
ン
三
三
人
－
曇
三
幸
千
手
へ
）

方
は
名
前
を
呼
び
つ
け
で
呼
ぶ
こ
と

で
、
こ
れ
は
目
上
の
人
に
対
し
て
も
、

先
生
に
対
し
て
も
し
ま
す
。
（
ド
イ
ツ

語
の
人
称
代
名
詞
の
S
i
e
と
　
d
u

の
関
係
に
似
て
い
ま
す
。
）
私
は
三
重

大
で
は
、
嶋
林
先
生
に
対
し
て
「
嶋

林
先
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
式
で
は
ミ
Y
O
S
J
i
h
i
d
e
、
、
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
「
事
実
、

事
実
」
と
呼
ん
で
い
た
ら
、
不
敬
罪

（
こ
ん
な
単
語
を
知
っ
て
い
る
と
本

当
の
年
令
が
バ
レ
ル
か
な
）
で
一
週

間
も
し
た
ら
首
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
名
前
で
、
我
々
日
本

人
に
と
っ
て
や
や
こ
し
い
の
は
、
愛

称
形
、
短
縮
形
が
あ
る
こ
と
で
、
例

え
ば
、
私
は
　
e
L
R
O
b
e
r
t
 
K
・
G
I

h
O
－
s
O
n
教
授
の
研
究
室
に
お
り
ま
す

し
か
も
同
じ
研
究
室
に
、
さ
ら
に
二

人
、
学
生
で
B
O
b
が
お
り
（
こ
ち
ら

で
は
、
あ
り
ふ
れ
た
名
前
）
、
竃
話

で
「
B
O
b
い
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
て

も
、
ア
メ
リ
カ
へ
来
た
直
後
は
B
O
b

が
R
e
b
e
r
t
と
同
一
と
は
知
ら
ず
、

「
R
O
J
e
己
だ
」
と
次
に
言
わ
れ
て
も

ま
さ
か
G
h
O
｝
s
O
n
教
授
の
こ
と
と
は

「
昨
日
の
最
低
気
温
一
が
、
R
。
b
…
　
の
愛
称
は
B
O
b
で

知
ら
ず
、
最
後
に
や
つ
と
　
G
J
〇
一
s

O
n
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
や
っ
と
教
授

に
電
話
が
つ
な
が
っ
た
と
い
う
、
自

分
で
は
笑
え
な
い
、
笑
い
話
が
あ
り

ます。以
上
、
私
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
硬

．
論
と
、
ほ
ぼ
一
年
間
、
実
際
に
ア
メ

リ
カ
で
生
活
し
て
み
て
、
日
本
と
比

べ
て
大
き
く
異
な
る
占
べ
驚
い
た
点

な
ど
を
箇
条
書
的
に
、
下
手
な
文
章

で
漫
然
と
書
き
並
べ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
オ
ク
ラ

ホ
マ
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
は
非
常
に
広
い
国
で
あ
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
全
土
に
わ
た
っ
て
通
用
す

る
も
の
で
あ
る
か
ば
分
り
ま
せ
ん
。

本
文
中
に
出
て
く
る
所
の
他
に
、
ハ

ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ト
ロ
ン
ト

（
カ
ナ
ダ
最
大
の
都
市
）
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
、
ケ
ベ
ッ
ク
な
ど
へ
も
国

際
会
議
お
よ
び
観
光
な
ど
で
行
き
ま

し
た
。
私
は
、
既
に
ご
存
じ
の
方
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
c
r
a
z
y
 
p
J
e
g

g
r
a
p
J
e
「
で
し
て
、
大
量
の
写
真
が

写
し
て
あ
上
り
ま
す
、
二
男
章
旦
ユ
十

五
を
実
姦
）
、
二
二
二
三
書
き
き
、
れ

よ
計
っ
た
雲
や
、
三
二
ノ
三
三
三
麦
一

番
㌻
二
言
つ
∵
言
．
至
言
三
千
千
ニ
ー
ナ
二
三

ご
希
望
が
あ
れ
は
、
後
日
お
見
せ
し

た
り
、
お
話
し
し
た
り
、
あ
る
い
は

害
い
た
り
も
い
た
し
ま
す
（
〉

つ
た
な
い
文
章
で
あ
り
十
字
－
ニ
ッ
、

こ
の
名
誉
あ
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、

し
か
も
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
た

こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

皆
様
に
少
し
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
な
ら
ば
望
外
の
幸
せ
で
す
。

最
後
に
、
私
が
ア
メ
リ
カ
に
留
学

す
る
こ
と
に
よ
り
、
嶋
林
先
生
始
め
、

農
芸
化
学
科
の
皆
様
、
農
学
部
の
皆

様
、
お
よ
び
関
係
各
位
に
大
へ
ん
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
二
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
て

田
口
　
寛


